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CONTENTS
広
報
誌
『
ポ
ン
ず
』
は

　

寝
屋
川
市
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
の
健
康
促

進
を
目
的
に
医
療
・
介
護
を
は
じ
め
と
す

る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
関
す
る
情
報
を
発
信
す

る
と
と
も
に
、
藤
本
病
院
グ
ル
ー
プ
施
設
、

「
藤
本
病
院
」「
介
護
老
人
保
健
施
設　
ハ
ー

モ
ニ
ィ
ー
」「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ィ
ー
」「
藤
本
病
院
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」「
藤
本
病
院
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
」
の
情
報
を
掲
載
い
た

し
ま
す
。

　
『
ポ
ン
ず
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
、

藤
本
病
院
受
付
に
い
る
ス
ッ
ポ
ン
の

「
ポ
ン
ち
ゃ
ん
」
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
ポ
ン
ち
ゃ
ん
が
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
な
り
、当
広
報
誌
を
ご
案
内
し
ま
す
。

ポンちゃん



　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
旧
年
中
は
、藤
本
病
院
グ
ル
ー
プ
の
医
療・

介
護
の
活
動
に
対
し
て
、
ご
理
解
・
ご
協
力

を
賜
り
、
誠
に
有
難
く
、
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

　
さ
て
、
本
年
８
月
、
藤
本
病
院
グ
ル
ー
プ

は
前
身
の
診
療
所
「
藤
本
医
院
」
か
ら
数
え

て
、
満
70
年
を
迎
え
ま
す
。
藤
本
病
院
は
65

周
年
を
迎
え
ま
す
。
患
者
さ
ん
、
利
用
者
さ

ん
、
そ
し
て
ご
家
族
の
皆
さ
ん
、
地
域
の
皆

さ
ん
、
お
取
引
先
、
行
政
や
医
育
機
関
の
皆

さ
ん
、
実
に
多
く
の
方
々
の
お
力
添
え
に
よ

り
、
今
日
ま
で
歩
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
は
、
こ
の
上
な
い
慶
び
で
あ
り
ま
す
。
重

ね
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

社
会
環
境
が
変
わ
る
な
か
で

　
今
年
、
２
０
２
５
年
は
、
戦
後
の
第
一
次

ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
で
誕
生
し
た「
団
塊
の
世
代
」

の
皆
さ
ん
が
、
全
員
、
75
歳
以
上
の
「
後
期

高
齢
者
」
に
な
る
年
で
す
。

　

寝
屋
川
市
で
は
、
65
歳
以
上
の
人
が

６
７
５
４
８
人(

２
０
２
４
年
12
月
現
在)

住
ん
で
お
り
、
北
河
内
７
市
の
な
か
で
、
最

も
高
齢
化
率
の
高
い(
30
・
09
％)

自
治
体

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
介
護
保
険
の

認
定
者
数
は
、
１
３
９
７
５
人(
２
０
２
４

年)

で
あ
り
、
65
歳
以
上
の
う
ち
約
２
割
の

方
が
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
状
況
で
す
。

　

国
は
２
０
１
４
年
以
降
、「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
目
指
し
て
お
り
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
医
療
、
介
護
の
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
、「
と
き
ど
き
入
院
、
ほ
ぼ

「
と
き
ど
き
入
院
、
ほ
ぼ

在
宅
」

在
宅
」と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、

入
院
医
療
か
ら
在
宅
医
療
へ
と
軸
足
を
変
え

て
き
ま
し
た
。
藤
本
病
院
グ
ル
ー
プ
で
も
、

在
宅
療
養
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
、訪
問
診
療
、

訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
等
の
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
引
き
続
き
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

藤
本
病
院
の
祖
業
は
産
婦
人
科
で
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、

お
か
げ
さ
ま
で
、

藤
本
病
院
グ
ル
ー
プ
は
、

藤
本
病
院
グ
ル
ー
プ
は
、

創
業
創
業
7070
年年
のの

年
を
迎
え
さ
せ
て
い
た
だ
く

年
を
迎
え
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

医療法人一祐会
寝屋川・藤本病院グループ

理事長　藤本 明久

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年
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１
９
５
５
年

の
創
業
当
時
、

わ
が
国
の
年

間
出
生
数
は

１
７
３
万
人

で
し
た
。
第

一
次
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
を
過

ぎ
、
一
家
庭

に
つ
き
２
人

の
子
ど
も
と

い
っ
た
考
え
方
が
広
が
っ
た
頃
で
し
た
。
そ

の
後
、
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
が
到
来
し

た
１
９
７
１
年
か
ら
74
年
の
間
は
、
毎
年

２
０
０
万
人
以
上
の
子
ど
も
が
誕
生
し
ま
し

た
。
そ
し
て
今
、
２
０
２
４
年
の
人
口
動
態

統
計
速
報
で
は
約
69
万
人
と
、
統
計
が
残
る

１
８
９
９
年
以
降
で
最
低
と
な
る
見
込
み
で

す
。

　
出
生
数
の
減
少
の
み
が
原
因
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
病
院
、
診
療
所
と
も
に
、
分
娩
を

取
り
扱
う
医
療
機
関
は
減
少
し
て
お
り
、
寝

屋
川
の
病
院
・
診
療
所
の
な
か
で
、
藤
本
病

院
が
唯
一
の
分
娩
可
能
施
設
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
地
域
社
会
の
た
め
、
産
婦
人
科
の
安

定
的
な
継
続
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　　

藤
本
病
院
、

　
　

２
０
２
５
年
の
取
り
組
み

　
今
年
の
夏
、
電
子
カ
ル
テ
を
最
新
型
に
移

行
さ
せ
る
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

と
合
わ
せ
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
で
、

予
約
状
況
を
確
認
で
き
た
り
、
待
つ
順
番
を

表
示
す
る
と
い
っ
た
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。

　
患
者
さ
ん
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
院
内
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
の
診
療
報
酬
と
介
護
報
酬
の
改
定
か

ら
、
病
院
・
診
療
所
と
、
介
護
施
設
や
住
宅

系
施
設
と
の
連
携
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
施
設
で
暮
ら
す
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
も
の

で
、
藤
本
病
院
も
積
極
的
に
役
割
を
果
た
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
入
院
患
者
さ
ん
の
退
院
支
援
の
充

実
の
た
め
、
産
婦
人
科
病
棟
を
除
く
、
全
て

の
病
棟
に
退
院
支
援
担
当
者
を
置
い
て
お
り

ま
す
が
、
特
に
ご
高
齢
の
患
者
さ
ん
が
入
院

す
る
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
で
は
２
名
体
制
に

移
行
し
ま
し
た
。

　
政
府
は
、
各
病
院
を
機
能
別
に
位
置
付
け

て
い
ま
す
。
藤
本
病
院
は
急
性
期
病
院
と
し

て
、
医
療
の
質
を
上
げ
、
早
期
に
退
院
、
も

し
く
は
在
宅
相
当
の
施
設
へ
入
所
い
た
だ
け

る
橋
渡
し
を
す
る
役
目
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
入
退
院
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

入
院
患
者
さ
ん
の
療
養
環
境
改
善
の
た

め
、
病
院
本
館
３
階
、
４
階
の
ト
イ
レ
、
洗

面
室
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
来
る
２
月
に
実
施
し

ま
す
。
工
事
期
間
中
は
大
き
な
騒
音
と
振
動

に
よ
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
何
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卒
お
許
し
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

介
護
分
野
も

　
　

よ
り
一
層
の
充
実
を
目
指
す

　

藤
本
病
院
グ
ル
ー
プ
に
は
、「
介
護
老
人

保
健
施
設
ハ
ー
モ
ニ
ィ
ー
」「
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
シ
ン
フ
ォ
ニ
ィ
ー
」
が

あ
り
ま
す
。
ハ
ー
モ
ニ
ィ
ー
で
は
、
ご
自
宅

か
ら
通
っ
て
利
用
す
る
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
」
や
、
介
護
予
防
の
総
合
事
業

を
行
う
「
ハ
ー
モ
ニ
ィ
ー
・
ワ
ン
セ
ル
フ
」

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
藤
本
病
院
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
」
で
は
介
護
認
定
の
申
請
手
続
き
や
、
ケ

ア
プ
ラ
ン
の
作
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
の
事
業
も
２
０
２
５
年
は
、「
使
い
や
す

い
」「
質
が
高
い
」
サ
ー
ビ
ス
の
創
造
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
寝
屋
川
市
の
入
所
型
施
設
の
定
員
は
、
75

歳
以
上
の
人
口
千
人
あ
た
り
で
計
算
す
る
と

54
・
42
人
で
す
。
全
国
平
均
の
78
・
50
人
を

下
回
り
ま
す
。
２
０
３
０
年
に
寝
屋
川
市
の

75
歳
以
上
人
口
は
約
４
３
０
０
０
人
と
な
る

推
計
が
あ
り
、
入
所
型
施
設
を
希
望
さ
れ
て

も
順
番
待
ち
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
グ
ル
ー
プ

以
外
の
施
設
と
も
連
携
を
深
め
、
サ
ー
ビ
ス

が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
円
滑
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
体
制
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
ビ
ジ
ョ
ン
、

　
　

バ
リ
ュ
ー
の
制
定
を
進
め
る

　

藤
本
病
院
グ
ル
ー
プ
は
「
あ
り
が
と
う　

お
か
げ
さ
ま　
嬉
し
い
縁
を　
医
療
で
つ
な

ぐ
」
を
基
本
理
念
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
理
念
を
具
現
化
す
る
た
め
、
２
０
２
５
年

は
、
新
た
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
ビ
ジ
ョ
ン
、
バ

リ
ュ
ー
の
制
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
社
会
に
対
し
て
「
な
す
べ
き
こ

と
」、
私
た
ち
が
目
指
す
「
あ
る
べ
き
姿
」、

こ
こ
に
集
う
メ
ン
バ
ー
が「
や
る
べ
き
こ
と
」

を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
、
医
療
や
介
護
の
役
割
は
、「
生
老

病
死
の
質
を
上
げ
る
こ
と
」
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
人
の
誕
生
か

ら
、
人
生
の
最
期
ま
で
を
支
え
続
け
る
医
療

法
人
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
創
業
１
０
０
周
年
で
あ
る

２
０
５
５
年
に
向
け
た
基
盤
づ
く
り
を
進
め

る
一
年
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。
次
の
30
年
も

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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藤
本
病
院
グ
ル
ー
プ
の

お
仕
事
図
鑑

介
護
福
祉
士

 

か
い
ご 

 
ふ
く
し
し

知
識
・
技
術
を
兼
ね
備
え
た

介
護
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

藤
本
病
院
訪
問
介
護
事
業
所

ど
ん
な
お
仕
事
？

　
介
護
福
祉
士
は
、
高
齢
者
の
方
や
障
が
い

を
持
っ
て
い
る
方
な
ど
、
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
人
の
日
常
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
介

護
の
専
門
職
で
す
。
利
用
者
さ
ん
の
ご
家
族

に
対
し
、
介
護
に
関
す
る
相
談
や
指
導
も
行

い
ま
す
。

　
介
護
の
知
識
や
技
術
を
身
に
着
け
た
介
護

の
プ
ロ
で
あ
り
、
国
家
資
格
で
す
。

求
め
ら
れ
る
能
力
は
？

　
利
用
者
さ
ん
の
日
々
の
細
か
な
変
化
や
言

葉
の
端
々
か
ら
受
け
取
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

気
が
付
く
こ
と
が
で
き
る
的
確
な
判
断
力
が

必
要
で
す
。
談
笑
し
て
い
る
時
で
も
相
手
を

よ
く
観
察
し
て
い
ま
す
。

　

藤
本
病
院
訪
問
介
護
事
業
所
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

強
み
は
？

　
当
事
業
所
は
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向

け
住
宅
シ
ン
フ
ォ
ニ
ィ
ー
（
寝
屋
川
市
太
秦

桜
が
丘
）
に
併
設
し
て
い
る
事
業
所
で
す
。

シ
ン
フ
ォ
ニ
ィ
ー
の
ご
入
居
者
さ
ん
の
居
室

や
周
辺
の
ご
自
宅
へ
訪
問
し
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
訪
問
介
護
員
が
全
て
の
利
用
者

さ
ん
の
情
報
を
共
有
し
て
お
り
、
課
題
に
対

し
て
相
談
、
検
討
で
き
る
体
制
が
で
き
て
い

ま
す
。

　
訪
問
介
護
員
の
介
護
福
祉
士
資
格
取
得
率

は
78
％
で
す
。
介
護
の
プ
ロ
と
し
て
、
利
用

者
さ
ん
が
自
分
ら
し
く
生
活
し
て
い
け
る
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
介
護
福
祉
士
の
仕
事

●
身
体
介
護
（
食
事・入
浴・排
泄・着
替
え
な
ど
）

●
生
活
援
助
（
掃
除・洗
濯・買
い
物
代
行・調
理
）

●
バ
イ
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク

●
訪
問
介
護
記
録
の
記
入

●
相
談
支
援

●
医
療
機
関
と
情
報
共
有
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●介護福祉士を目指される方へ
　当施設の先輩からメッセージ

　介護福祉士は利用者さんの人生の
一部に関われる仕事です。その方が
長年歩んで来られた人生の中で、最
後に関わる人間になる可能性もあり
ます。

　特に当施設では、一対一でゆっく
り対応することができるため、たく
さん会話ができます。人生の先輩か
ら伺う話から人に対する姿勢や生き
方などを日々学んでいます。

　介護の仕事は大変そうと思われる
かもしれませんが、“ その人 ” との
関係が生まれるとどうしたら心地よ
く生活してもらえるか、積極的な姿
勢になり、「ありがとう」の言葉に
嬉しくなります。人に関わる仕事に
興味がある方は一歩踏み出してみて
はいかがでしょうか。

介護福祉士のお仕事スケジュール介護福祉士のお仕事スケジュール

・認定介護福祉士・認定介護福祉士
・社会福祉士・社会福祉士
・介護支援専門員（ケアマネジャー）・介護支援専門員（ケアマネジャー）
・サービス提供責任者・サービス提供責任者

　介護の分野から医療にも興味を持ち、　介護の分野から医療にも興味を持ち、
看護師、理学療法士、作業療法士を目指看護師、理学療法士、作業療法士を目指
す方もいます。す方もいます。

●キャリアアップ●キャリアアップ

介護福祉士

筆記試験

●介護福祉士になるためには？●介護福祉士になるためには？

●
養
成
施
設
卒
業

●
実
務
経
験
３
年
以
上

　

＋
実
務
者
研
修

●
Ｅ
Ｐ
Ａ
介
護
福
祉
士

　

候
補
者
＋
実
務
経
験　

　

３
年
以
上

●
福
祉
系
の

　
　
　

高
校
を
卒
業

▼ 7:00　起床介助
▼ 8:00　朝食介助
　　　　  服薬介助
▼ 8:50　申し送り

▼ 9:00　
　入浴介助
　居室の掃除
　排泄介助など

▼ 12:00　昼食介助
　　　　　服薬介助

▼リハビリ利用

▼ 14:00
　買い物代行（同行）

藤本病院訪問介護事業所
〒 572-0840
寝屋川市太秦桜が丘 32 番 36 号
☎ 072-396-9085

　介護福祉士になるには、複数のルート　介護福祉士になるには、複数のルート
があります。また、一度取得すれば終身があります。また、一度取得すれば終身
有効な資格です。有効な資格です。

　水分補給介助
　ゴミ回収
　排泄介助
　衣類洗濯など
▼ 17:30　夕食介助
　　　　　服薬介助
▼ 20:00    就寝介助

早出　　7:00 ～ 15:30早出　　7:00 ～ 15:30

日勤　　8:30 ～ 17:00日勤　　8:30 ～ 17:00

遅出　　11:30 ～ 20:00遅出　　11:30 ～ 20:00

夜勤　　16:00 ～翌 9:00夜勤　　16:00 ～翌 9:00

※休憩１時間（夜勤は 2 時間）※休憩１時間（夜勤は 2 時間）

　4 つの勤務形態で、24 時　4 つの勤務形態で、24 時
間対応できるサポート体制間対応できるサポート体制
です。です。

勤務時間勤務時間
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当
院
で
の
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
ご
利
用
手
順

当
院
で
の
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
ご
利
用
手
順

診
療
受
付

診
療
受
付

　

診
察
の
予
約
が
あ
る
方
は
、
再
診

受
付
機
に
て
受
付
し
、
初
診
の
方
は

総
合
受
付
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
置
き
ま
す

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
置
き
ま
す

本
人
確
認

本
人
確
認

　

顔
認
証
ま
た
は
、
暗
証
番
号
に
て
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
の
利
用
方
法

の
利
用
方
法

藤本病院藤本病院
１１

２２

３３

再診受付機

総合受付

顔認証、または暗証番号

マイナ保険証で保険資格
の確認ができない場合は、
受付スタッフからお声掛
けします。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用
登
録
を
行
っ
た

も
の
で
す
。
２
０
２
４
年
12
月
２
日
以
降
は
、
健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
や
再
発
行
が
行
わ
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
受
診
の
際
に
は
①
マ
イ
ナ
保
険
証
、
②
現
行
の
健
康
保
険
証
、
③
資
格
確
認
証
の
い

ず
れ
か
に
よ
る
保
険
資
格
の
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
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●
「
同
意
す
る
」
を
選
ば
れ
た
場
合
は
、
過
去
の
医
療
情
報
を
当
院
に
閲
覧
許
可
す
る
も

の
で
す
。

●   

操
作
が
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
総
合
受
付
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
を
保
険
証
と
し
て
使
い
た
い
方
は
事
前
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
し
た
場
合
の
利
点

マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
し
た
場
合
の
利
点

情
報
提
供
に
「
同
意
す
る
」
を
お
選
び

い
た
だ
い
た
方
は
、
他
の
病
院
・
診
療

所
・
調
剤
薬
局
等
で
の
「
お
薬
の
履
歴
」

「
診
療
の
情
報
」「
特
定
健
診
の
情
報
」
を
、

当
院
の
医
師
、
薬
剤
師
等
の
有
資
格
者

が
閲
覧
し
、
診
察
に
役
立
て
、
医
療
の

質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

入
院
・
手
術
等
の
医
療
費
が
高
額
に
な

る
と
き
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
申

請
に
よ
っ
て
医
療
費
が
減
額
さ
れ
ま
す

が
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
し
た
場
合

は
そ
の
申
請
手
続
き
が
不
要
に
な
り
ま

す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
作
っ
て
い
な
い
場
合

マ
イ
ナ
保
険
証
を
作
っ
て
い
な
い
場
合

作
っ
て
い
る
が
家
に
忘
れ
た
場
合

作
っ
て
い
る
が
家
に
忘
れ
た
場
合

　

既
存
の
健
康
保
険
証
か
ら
保
険
資
格
の
確

認
を
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
登
録
し
て
い
る

方
で
も
移
行
期
間
に
よ
り
紐
づ
け
が
完
了
し

て
い
な
い
場
合
が
あ
る
た
め
、
必
ず
健
康
保

険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

も
う
保
険
証
は
使
え
な
い
の
？

も
う
保
険
証
は
使
え
な
い
の
？

　

現
行
の
健
康
保
険
証
は
２
０
２
５
年
12
月

１
日
ま
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
た
な
い
方
に

は
、
現
在
の
健
康
保
険
証
が
使
え
な
く
な

る
時
期
に
、
代
わ
り
と
な
る
「
資
格
確
認

証
」
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

４４
情
報
提
供
に
つ
い
て
「
同
意
す
る
」
ま
た
は
「
同
意
し
な
い
」
を
選
択
を
し
ま
す

情
報
提
供
に
つ
い
て
「
同
意
す
る
」
ま
た
は
「
同
意
し
な
い
」
を
選
択
を
し
ま
す
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２
０
２
４
年
１
月
～
12
月
の
期
間
に
、

新
た
に
資
格
を
取
得
し
た
医
療
法
人
一
祐

会
職
員
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

■ 

急
性
期
ケ
ア
専
門
士

　
取
得
者　
別
府　

恵
美
（
看
護
部
３
階
）

　

日
本
急
性
期
ケ
ア
協
会
が
認
定
す
る
資

格
で
、
急
性
期
医
療
や
・
急
変
対
応
に
特

化
し
た
知
識
と
技
術
を
持
つ
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
で
す
。

■ 

周
手
術
期
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
研
修　
　

　
修
了
者　
濱
岡　

百
華　
（
看
護
部
３
階
）

　

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
術
前
処
置
加
算

の
要
件
で
あ
る
「
20
時
間
以
上
の
周
手
術

期
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
研
修
」、
ス
ト
ー
マ
処
置 

４
ス
ト
ー
マ
合
併
症
加
算
の
要
件
で
あ
る

「
排
泄
ケ
ア
関
連
領
域
に
お
け
る
適
切
な
研

修
」
に
該
当
す
る
研
修
を
修
了
し
ま
し
た
。

■ 

介
護
支
援
専
門
員

　
　
　
実
務
者
研
修
受
講
試
験　

藤
本
病
院

藤
本
病
院

   

２
０
２
４
年

　

 

新
規
資
格
取
得
者　

紹
介

　

合
格
者　
久
門 

ひ
か
り
（
看
護
部
３
階
）

　

各
都
道
府
県
が
毎
年
１
回
実
施
す
る
介

護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
の

試
験
。
試
験
に
合
格
し
た
後
、
87
時
間
の

研
修
と
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
で
の
３
日

程
度
の
実
習
を
経
る
と
、
介
護
支
援
専
門

員
と
し
て
登
録
で
き
ま
す
。

■ 

病
院
薬
学
認
定
薬
剤
師

　
 

取
得
者　
井
川　

め
ぐ
み
（
薬
剤
科
）

　

日
本
病
院
薬
剤
師
会
の
資
格
で
、
薬
物

療
法
な
ど
の
幅
広
い
知
識
と
高
度
な
技
能

を
習
得
し
、
臨
床
現
場
に
お
け
る
実
践

力
を
有
す
る
薬
剤
師
を
認
定
す
る
も
の
で

す
。

■ 

３
学
会
合
同
呼
吸
療
法
認
定
士

　

 

取
得
者　
木
村　

翔
（
リ
ハ
ビ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）

　

臨
床
工
学
技
士
、
看
護
師
、
准
看
護
師
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
そ
れ
ぞ
れ
の

職
種
に
お
い
て
呼
吸
療
法
を
習
熟
し
、
レ

ベ
ル
の
向
上
を
図
る
た
め
の
３
学
会
合
同

呼
吸
療
法
認
定
士
委
員
会
が
発
行
す
る
認

定
資
格
で
す
。
５
年
毎
の
更
新
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

■ 

医
師
事
務
作
業
補
助
者
研
修

　

 

修
了
者　
加
地　

雅
江（
医
事
サ
ー
ビ
ス
課
）　

　
　
　
　
　

 

中
野 

麻
有
美
（
医
事
サ
ー
ビ
ス
課
）

　

医
師
事
務
作
業
補
助
者
は
医
師
の
指
示

の
も
と
、
診
断
書
や
電
子
カ
ル
テ
な
ど
の

一
祐
会　
ニ
ュ
ー
ス
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介
護
老
人
保
健
施
設
ハ
ー
モ
ニ
ィ
ー

介
護
老
人
保
健
施
設
ハ
ー
モ
ニ
ィ
ー

医
療
文
書
の
入
力
、
診
療
記
録
の
代
行
入

力
、
手
術
の
症
例
登
録
、
診
療
デ
ー
タ
の

整
理
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■ 

診
療
報
酬
請
求
事
務
能
力
認
定
試
験

　

 

合
格
者　
山
田　

佳
奈（
医
事
サ
ー
ビ
ス
課
）

　

公
益
社
団
法
人　

日
本
医
療
事
務
協
会

が
主
催
す
る
診
療
報
酬
請
求
事
務
に
従
事

す
る
者
の
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
に
実

施
す
る
全
国
一
斉
統
一
試
験
で
す
。
診
療

報
酬
請
求
事
務
を
正
し
く
行
う
の
に
必
要

な
能
力
を
認
定
し
ま
す
。

■  

介
護
職
員
初
任
者
研
修　
修
了

　

 

修
了
者　
根
木　

宣
子
（
療
養
部
）

　
　
　
　
　

 

守
田　

裕
子
（
療
養
部
）

　

介
護
の
基
礎
を
学
び
、
介
護
で
必
要
な

知
識
と
技
術
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
証

明
し
ま
す
。

■ 

介
護
支
援
専
門
員

　
　
　
　
実
務
者
研
修
受
講
試
験

　

 

合
格
者　
大
藤　

慎
也
（
療
養
部
）

　

※
右
ペ
ー
ジ
に
同
じ

■ 

介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修

　

 

修
了
者　
西
川　

聡
（
療
養
部
）

　

実
務
経
験
３
年
と
介
護
福
祉
士
実
務
者

研
修
修
了
を
も
っ
て
介
護
福
祉
士
の
受
験

資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

■ 

認
知
症
介
護
実
践
リ
ー
ダ
ー
研
修

　

 

修
了
者　
黒
川　

昂
司

　

認
知
症
介
護
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
認

知
症
介
護
の
質
の
向
上
を
目
的
と
し
た
資

格
で
す
。

■ 

介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修

　

 

修
了
者　
志
々
目　

政
子

　

※
同
上

■ 
介
護
福
祉
士

　
 

取
得
者　
本
田　

由
佳

　
「
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
」

に
も
と
づ
く
国
家
資
格
で
す
。
専
門
的
知

識
や
技
術
を
も
っ
て
、
加
齢
や
障
が
い
に

よ
っ
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
難
し
い

方
に
介
護
を
提
供
し
、
ま
た
介
護
者
の
方

へ
の
指
導
・
相
談
を
行
い
ま
す
。

■  

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ー
ネ
ー
タ
ー
２
級

　

 

取
得
者　
堀
内　

恵
介

　
　
　
　
　

 

崎
久
保　

尚
希

　

高
齢
者
や
障
が
い
を
持
つ
人
に
対
し
て

住
み
や
す
い
住
環
境
を
提
案
す
る
東
京
商

工
会
議
所
が
実
施
す
る
検
定
資
格
で
す
。

医
療
・
福
祉
・
建
築
に
つ
い
て
体
系
的
で

幅
広
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
各
種
の
専
門

職
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
適
切
な
住
宅
改

修
プ
ラ
ン
を
提
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
用
具
や
諸
各
種
の
策
情
報

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

藤
本
病
院
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

藤
本
病
院
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

藤
本
病
院
訪
問
介
護
事
業
所

藤
本
病
院
訪
問
介
護
事
業
所
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● 

「第
25
回
フ
ォ
ー
ラ
ム

『医

療
の
改
善
活
動
』
全
国
大
会

i
n
岐
阜
」
に
一
祐
会
か
ら

４
チ
ー
ム
が
出
場

　

去
る
11
月
15
日
・
16
日
の
２
日
間
に
わ

た
っ
て
開
催
さ
れ
た
「
第
25
回
フ
ォ
ー
ラ
ム

『
医
療
の
改
善
活
動
』全
国
大
会
i
n
岐
阜
」

は
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
質
向
上
を
目
的
に
各

病
院
や
介
護
施
設
で
行
っ
た
改
善
活
動
の
結

果
を
発
表
す
る
全
国
大
会
で
す
。
25
回
目
と

な
る
今
大
会
は
、
全
国
か
ら
１
２
２
の
チ
ー

ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
当
法
人
か
ら
出
場
し
た
４
チ
ー
ム
は
、
毎

年
８
月
に
法
人
内
で
行
わ
れ
る
Ｔ
Ｑ
Ｍ
改
善

活
動
発
表
大
会
の
発
表
チ
ー
ム
よ
り
選
抜
さ

れ
ま
し
た
。

　
岐
阜
の
全
国
大
会
は
、
同
業
他
院
の
類
似

部
署
の
活
動
発
表
に
刺
激
を
受
け
る
と
と
も

に
、
有
意
義
な
情
報
交
換
の
場
と
な
り
ま
し

た
。

　
　

発
表
演
題　
　
　
　

◎
…
発
表
者

●
「
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
参
加
率
の
向
上
を
め
ぐ
っ

て
」

　

介
護
老
人
保
健
施
設
ハ
ー
モ
ニ
ィ
ー　
　

◎
山
本 

み
ゆ
き
／
蓮
井 
岳
史

　
／
南
茂 

美
奈
子
／
西
川 
聡
／
田
村 

圭
子

●
「
病
棟
の
新
規
褥
瘡
発
生
の
予
防
」

　
藤
本
病
院　
３
階
病
棟
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科　
◎
住
田 

悟 

／
釜
田 

千
加
／

不
動 

奈
美
／
野
津
山 

富
美
子
／
鎌
田 

晶

／
新
海 

元
希

●
「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
間
違
い
を
な

く
す
」

　

藤
本
病
院　

栄
養
科　

◎
三
間
瀬 

芽
未 

／
野
間 

優
花
／
中
村 

久
美
／
仁
木 

洋
暁

／
二
葉 

政
樹 

●
「
楽
送
デ
ー
タ
！
な
く
そ
う
書
類
！
～
年

末
調
整
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
化
～
」

　

医
療
法
人
一
祐
会　

法
人
管
理
一
部　
　

◎
東
牧 

美
津
代
／
井
上 

美
幸

　
　
／
波
多
野 

左
知
子
／ 

佐
藤 

暁
子

11PON'S『ポンず』2025 年 1・2 月号



部
署
の
活
動
発
表
に
刺
激
を
受
け
る
と
と
も

に
、
有
意
義
な
情
報
交
換
の
場
と
な
り
ま
し

た
。

　
　

発
表
演
題　
　
　
　

◎
…
発
表
者

●
「
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
参
加
率
の
向
上
を
め
ぐ
っ

て
」

　

介
護
老
人
保
健
施
設
ハ
ー
モ
ニ
ィ
ー　
　

◎
山
本 

み
ゆ
き
／
蓮
井 

岳
史

　
／
南
茂 

美
奈
子
／
西
川 

聡
／
田
村 

圭
子

●
「
病
棟
の
新
規
褥
瘡
発
生
の
予
防
」

　
藤
本
病
院　
３
階
病
棟
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科　
◎
住
田 

悟 

／
釜
田 

千
加
／

不
動 

奈
美
／
野
津
山 

富
美
子
／
鎌
田 

晶

／
新
海 

元
希

●
「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
間
違
い
を
な

く
す
」

　

藤
本
病
院　

栄
養
科　

◎
三
間
瀬 

芽
未 

／
野
間 

優
花
／
中
村 

久
美
／
仁
木 

洋
暁

／
二
葉 

政
樹 

●
「
楽
送
デ
ー
タ
！
な
く
そ
う
書
類
！
～
年

末
調
整
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
化
～
」

　

医
療
法
人
一
祐
会　

法
人
管
理
一
部　
　

◎
東
牧 

美
津
代
／
井
上 

美
幸

　
　
／
波
多
野 

左
知
子
／ 

佐
藤 

暁
子

● 

藤
本
病
院
栄
養
科
・
調
理

室
が
、　

保
健
衛
生
関
係
功
労

者
・
優
良
施
設
と
し
て
大
阪

府
知
事
か
ら
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　

大
阪
府
は
、
栄
養
、
食
品
衛
生
、
調
理
、

環
境
衛
生
な
ど
の
保
健
衛
生
の
向
上
に
尽
力

し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
個
人
、
団
体
、
施

設
に
対
し
て
知
事
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
去
る
11
月
１
日
、
大
阪
府
立
男
女
共
同
参

画
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー(

大
阪
市
中
央
区)

に
お
い
て
、「
大
阪
府
保
健
衛
生
関
係
功
労

者
・
優
良
施
設
」
の
知
事
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
、
藤
本
病
院
が
「
食
品
衛
生
関
係
優
良
施

設
の
部
」
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
当

院
栄
養
科
の
調
理
室
が
対
象
と
な
っ
た
も
の

で
す
。

　
今
回
の
表
彰
に
つ
い
て
、
藤
本
病
院
栄
養

科
の
奥
田
早
苗
科
長
代
理
は
、

　
「
こ
の
た
び
の
表
彰
は
、
病
院
給
食
を
安

全
に
調
理
し
、
患
者
さ
ん
に
届
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
調
理
師
、
調
理
補
助
の
職
員

が
、
日
々
、
調
理
室
を
清
潔
に
保
ち
、
食
品

衛
生
に
気
を
配
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
安
心
・
安
全
な

食
事
の
提
供
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」

　
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。　

● 

入
院
患
者
さ
ん
向
け
に

　
　
　

院
内
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

　
11
月
６
日
、
入
院
患
者
さ
ん
へ
リ
ラ
ッ
ク

ス
と
癒
し
を
お
届
け
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

藤
本
病
院
に
て
院
内
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
当
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
11
月
６
日
に
ア
ル
カ

ス
ホ
ー
ル
（
寝
屋
川
市
早
子
町
）
で
開
催
さ

れ
る
ア
ル
テ
ア
チ
ェ
ン
バ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

vol.
８
の
開
催
を
記
念
し
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
２

名
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
の
計
４
名
の
演
奏

者
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
特
別
に
藤
本
病
院

で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
当
院
の
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン

タ
ー
で
13
時
20
分
に
開
演
。
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
、
バ
ッ
ハ
、
エ
ル
ガ
ー
な
ど
の
ク
ラ
シ
ッ

ク
の
６
楽
曲
に
加
え
、

２
０
２
４
年
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
・
朝
の
連
続
テ
レ

ビ
小
説
『
虎
に
翼
』

の
主
題
歌
『
さ
よ
ー

な
ら
ま
た
い
つ
か
！
』

を
ご
演
奏
い
た
だ
き

【
演
奏
者
】

・
白
井 

篤
（
N
H
K
交

響
楽
団 

2
n
d
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
奏
者
）

・
杉
江 

洋
子
（
京
都

市
交
響
楽
団
2
n
d

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
）

・
金
本 

洋
子
（
京
都
市

交
響
楽
団 

ヴ
ィ
オ
ラ

奏
者
）

・
北
口 

大
輔
（
日
本
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽

団 

チ
ェ
ロ
首
席
奏
者
）
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介
護
老
人
保
健
施
設

　
　
　
ハ
ー
モ
ニ
ィ
ー

　
い
ぶ
き
　
理
学
療
法
士

ま
し
た
。

　
６
曲
目
の
「
チ
ャ
ー
ル
ダ
ー
シ
ュ
」
で
は
、

曲
の
演
奏
が
始
ま
っ
た
後
、
２
名
の
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
奏
者
が
立
ち
上
が
り
ジ
ャ
ン
ケ
ン
、

勝
っ
た
方
が
メ
ロ
デ
ィ
を
担
当
す
る
と
い
う

驚
き
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
ご
披
露
い
た
だ

き
ま
し
た
。
急
き
ょ
決
ま
っ
た
パ
ー
ト
で
も

素
晴
ら
し
い
演
奏
を
披
露
す
る
プ
ロ
の
卓
越

し
た
技
に
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
当
院
に
入
院
中
の
患
者
さ
ん
33
名
が
観
覧

し
ま
し
た
。
車
い
す
移
動
の
方
や
補
助
が
必

要
な
方
は
、
看
護
部
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
職
員
が
移
動
中
の
サ
ポ
ー
ト
や
演
奏
時

の
見
守
り
を
行
い
ま
し
た
。

● 

介
護
老
人
保
健
施
設
ハ
ー

モ
ニ
ィ
ー
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
藤

本
病
院
で

「ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

研
修
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
医
療
法
人
一
祐
会
の
藤
本
病
院
と
介
護
老

人
保
健
施
設
ハ
ー
モ
ニ
ィ
ー
は
連
携
強
化
を

目
的
に
、
互
い
の
仕
事
現
場
を
体
験
す
る

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
12
月
に
行
わ
れ
た
研
修
で

は
、
ハ
ー
モ
ニ
ィ
ー
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
（
理
学

療
法
士
、
作
業
療
法
士
）
が
藤
本
病
院　
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
１
日
の
仕
事
を
体

験
。午
前
に
急
性
期
病
棟
担
当
セ
ラ
ピ
ス
ト
、

午
後
に
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
担
当
セ
ラ
ピ
ス

ト
、そ
れ
ぞ
れ
１
人
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
付
き
、

電
子
カ
ル
テ
の
入
力
か
ら
入
院
患
者
さ
ん
へ

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
を
見
学
し
ま

し
た
。

　
研
修
に
は
セ
ラ
ピ
ス
ト
５
名
が
参
加
。
来

年
２
０
２
５
年
１
月
～
３
月
は
、
藤
本
病
院

か
ら
ハ
ー
モ
ニ
ィ
ー
へ
15
名
を
超
え
る
セ
ラ

ピ
ス
ト
が
出
か
け
る
予
定
で
す
。

【
参
加
者
　
い
ぶ
き
理
学
療
法
士
の
感
想
】

　
ハ
ー
モ
ニ
ィ
ー
か
ら
藤
本
病
院
へ
入
院
す

る
入
所
者
さ
ん
が
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
病
院

の
設
備
や
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
リ
ハ
ビ
リ

が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
な
ど
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
こ
れ
か
ら
入
所
者
さ
ん
へ
の
説
明
も

自
信
を
持
っ
て
行
え
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
今
回
、
藤
本
病
院
の
セ
ラ
ピ
ス
ト

と
顔
の
見
え
る
関
係
に
な
れ
ま
し
た
の
で
、

今
後
も
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
目
指
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。
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● 
「介
護
の
日
し
ん
ぶ
ん
」
に

ハ
ー
モ
ニ
ィ
ー
の
事
業
部
師
長

の
取
材
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
株
式
会
社
シ
ル
バ
ー
産
業
新
聞
社
が
、
こ

れ
か
ら
介
護
に
関
わ
る
方
に
向
け
て
介
護
の

魅
力
や
基
礎
情
報
を
発
信
し
て
い
る
「
介
護

の
日
し
ん
ぶ
ん
」
は
、毎
年
11
月
11
日
の
「
介

護
の
日
」
を
記
念
し
て
、
10
月
末
に
発
行
さ

れ
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
度
版
に
、
当
法
人　
介
護
老

人
保
健
施
設
ハ
ー
モ
ニ
ィ
ー
事
業
部　
部
長

の
名
倉　
和
幸
が
「
フ
レ
イ
ル
予
防
」
に
つ

い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
ま
し
た
。

フ
レ
イ
ル
と
は
？

フ
レ
イ
ル
と
は
？

　
フ
レ
イ
ル
と
は
、
加
齢
に
と
も
な
う
心
身

の
機
能
低
下
に
よ
っ
て
健
康
な
状
態
と
介
護

が
必
要
な
状
態
の
間
に
位
置
す
る
こ
と
を
言

い
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
の
時
期
に
適
切
な
介
入

や
対
策
を
行
う
こ
と
で
改
善
や
回
復
が
見
込

め
ま
す
。

　
適
切
な
対
策
と
は
、
加
齢
に
よ
っ
て
難
し

く
な
っ
た
生
活
行
為
に
対
し
、
止
め
た
り
、

他
の
人
が
代
行
す
る
の
で
は
な
く
、
で
き
な

く
な
っ
た
原
因
を
明
ら
か
に
し
、
ご
本
人
が

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
や
生
活
習
慣
の
改
善
な
ど
を
行
う
こ

と
で
す
。

利
用
者
さ
ん
の
自
立
を
目
指
す

利
用
者
さ
ん
の
自
立
を
目
指
す

　
寝
屋
川
市
に
は
、
地
域
在
住
高
齢
者
の
自

立
支
援
を
目
的
と
し
た
「
一
般
介
護
予
防
事

業
」
と
「
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
（
短
期
集
中
）」

が
あ
り
ま
す
。

　
「
一
般
介
護
予
防
事
業
」に
は
、「
元
気
ア
ッ

プ
介
護
予
防
ポ
イ
ン
ト
事
業
」が
あ
り
ま
す
。

65
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
介
護
認
定
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　
「
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
（
短
期
集
中
）」
は
、

対
象
と
な
る
方
や
要
支
援
１
ま
た
は
２
の
認

定
を
受
け
た
方
に
、
週
１
回
、
３
カ
月
間
の

リ
ハ
ビ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

　
介
護
老
人
保
健
施
設
ハ
ー
モ
ニ
ィ
ー
で
は

『
ハ
ー
モ
ニ
ィ
ー
・
ワ
ン
セ
ル
フ
』
が
「
通

所
型
サ
ー
ビ
ス
（
短
期
集
中
）」
に
あ
た
り
、

利
用
者
さ
ん
に
対
し
て
週
１
回
、
２
時
間
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

作業療法士。大阪府介護予防活動強化推
進事業アドバイザー、大阪府生活課題ア
セスメント訪問指導者養成スクール長な
どを務める。

介護老人保健施設ハーモニィー
事業部部長 名倉和幸
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藤本病院からのお知らせ
自動車でご来院される方へ

藤本病院前の道路は
月～金曜日の、あさ 7：30 ～ 9：00 まで自動車通行止めとなっています。
※土曜日、日曜日、休日、1 月２日・３日は通行規制はありません。

●藤本病院前の道路は月～金曜日の
　あさ 7 時 30 分～ 9 時まで自動車通行
止めのため当院に自動車でお越しいた
だくことはできません。

●この時間に来院の際は、徒歩、自転車、
二輪車（バイク）、タクシー、一祐会
無料巡回車でお越しください。

●なお、地図中のオレンジ色の道路は周
辺から進入できますが、最終的には通
行止めとなっている府道 18 号線から
地域外に出るしかありません。規制時
間中の進入はなさらないようお勧めし
ます。

2024 年９月以降、府道 18 号線での検問が
繰り返し実施され、ドライバーが多数検挙
されています。ご注意ください。

ご注意ください！
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０
０
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介

護
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施
設
。

　

在
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る
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ョ
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。
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迎
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療
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応
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自
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へ
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い
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ま
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作
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、
事
業
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の
選
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等
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足
い
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在
宅
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護
を
お
手
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い

い
た
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ま
す
。
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藤
本
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宅
介
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定
員
34
名
の
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
。
入
居
者
さ
ん
と

ゆ
っ
く
り
関
わ
る
サ
ー

ビ
ス
姿
勢
が
特
徴
で

す
。

　

藤
本
病
院
と
、
藤
本

病
院
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
医
療
面
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

　
寝
屋
川
市
太
秦
桜
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32-

36

（
京
阪
バ
ス
「
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井
秦
団
地
」
か
ら
徒
歩
３
分
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０
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９
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０
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齢
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シ
ン
フ
ォ
ニ
ィ
ー

表紙作品の紹介
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ポンちゃんニュース！

　藤本病院産婦人科の待合室には、カクレクマ
ノミやデバスズメダイがすむ「海水水槽」があ
ります。
　そこに新メンバーとして迎えたのがコケ（藻
類）を好んで食べる水槽のお掃除屋さんヤエヤ

マギンポとキャメルシュリンプ
です。ヤエヤマギンポはまつ毛
が生えたような皮弁を持ち、か
わいらしい表情が見られます。
キャメルシュリンプは赤と白模
様にラクダのような背中のコブ
が特徴でサンゴの天敵も食べて
くれる水槽の救世主です。

産婦人科 海水水槽の
　　　　　新メンバーをご紹介

当法人内の生き物たちの情報をポンちゃんが紹介します。

どんどん
賑やかに
なるね

　
当
広
報
誌
は
法
人
内
の
「
絵
画
部
」
部

員
の
作
品
を
表
紙
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
今
号
の
表
紙
は
、
藤
本
病
院　
情
報
管

理
課　
課
長　
田
中　
貴
章
で
す
。

表紙作品の紹介

◆ 

作
者
の
コ
メ
ン
ト 

◆

　
元
日
の
朝
の
冷
た
い
空
気
は
、

特
別
な
心
地
に
な
り
ま
す
。

　

い
つ
も
と
同
じ
冬
の
朝
な
の

に
、
凛
と
し
た
空
気
が
迫
っ
て

き
ま
す
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
る
静
寂
が
、

私
に
は
青
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
た

ら
し
ま
す
。

　

遥
か
昔
か
ら
称
え
ら
れ
て
き

た
富
士
山
を
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ

で
描
い
て
み
ま
し
た
。

「青い富士山」　

田中　貴章
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　　　　　　法人広報企画部
企画 / 一祐会広報会議

寝屋川・藤本病院グループ
医療法人一祐会
〒 572-0838
大阪府寝屋川市八坂町２番３号

ありがとう  おかげさま  嬉しい縁を  医療でつなぐ


